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NPO法人ディスカバリーくまもと

NPO Discovery Kumamoto

熊本市の隠れた観光地を英語で

ガイドする為の講座



（１）実施内容

・「次世代観光人材育成」 ➡ 『熊本の魅力を世界へ発信』

・碩台・黒髪小校区➡藤崎八旛宮・子飼商店街・泰勝寺跡 ３ヵ所

・英語ボランティアガイド養成講座 ・児童と保護者 ３５名参加

・７月～９月毎週土曜日、計７回実施

藤崎八旛宮 子飼商店街 泰勝寺跡

・事前に取材活動➡新たな発見と地域とのふれあい
・自分たちで取材し、テキスト作り➡地域に根ざした「宝の発見」
・親子でガイド猛練習➡英語を通して、身近な地域の宝を発信



（１）実施内容

・ガイドポイントもトラブルも自分たちで解決！

・外国人ツーリストとして熊本在住の外国人 ３名協力 （発表時）

藤崎八旛宮 子飼商店街 泰勝寺跡

・随兵行列の衣装で、「藤崎八旛宮秋の例大祭は一千年以上の歴史」

・子飼商店街の「１００円笑店街」の中、商店街や通行人から温かく見守
られ、祖父のお店を英語でガイド➡地域との交流

・「僕は宮本武蔵です」 歴史上の人物に成りきり、スウェーデン旅行中
も練習した成果を保護者とともに英語でガイド



（２）助成金の活用

○助成金の用途

・ゲスト講師（藤崎八旛宮権禰宜）＆外国人協力者への謝礼

・碩台・黒髪地域コミュニティセンター（６回）

泰勝寺講堂・リデルライトホーム

・受講生募集のチラシ印刷費・ 広告費

・当会講師謝礼

○助成金をもらったことで

・子ども講座の広報活動⇒リビングくまもと

・外国人協力者へのガイド⇒目的意識

貴重なアドバイス⇒達成感と自信

・地域コミュニティセンター等の活用

⇒地域との連携・英語テキスト作成・練習と熱中症対策



（３）成果、市民の声（参加者やサポートを受けた方）

•参加した小学生の声

• 最初は、こんなの覚えられないと思ったけど
毎日英文を読んでだんだん覚えてきて、
「できるかも」と思い始めた

• 緊張したけど、うなずいてくれるのを見て、
自分の英語が伝わったと思った

• しっかりガイドを聞いてくれてうれしかった。
「書道パフォーマンス」も楽しかった

・習った英語を利用して、もっと外国の人と
笑顔でコミュニケーションをとりたい

• いろんな人とふれあい、一緒にがんばって協力していきたい



（３）成果、市民の声（参加者やサポートを受けた方）

•参加した保護者の声

• 親子ともに、生きた英語を体験でき、
伝えることの大切さを経験できた

• 子どもの対応力に感心した
• 熊本を英語でガイドでき、英語を
身近に感じ、初めての貴重な経験
となり、自信がついた。

• 子どもが楽しそうに、英語に抵抗なく新鮮だった。
• 毎週親子でとても楽しく、あっという間でした。もっと英語で
コミュニケーションをとりたいと強く思うようになった

• 子どもだけでなく、親も英語の大切さと身近な熊本の歴史や
良さを再確認できた。これで終わってしまうのがもったいない



（４）今後の事業展開

「次世代観光人材育成」として、保護者参加の

『子ども英語でボランティアガイド養成講座』の継続・発展

特に２０２１年度は

『世界に誇る地下水都市・熊本』と

『地域の活性化』を視野に入れた事業

＊「アジア太平洋水サミット」開催予定

＊水前寺活性化プロジェクトチームとの連携

＊２０１６年からの水前寺成趣園コンシェルジュデスクの発展

＊ ２０２０年 「熊本の水」ガイド研修を生かした活動

＊子どもたち（４～６年生）と保護者への養成講座実施

＜開催予定期間（７月下旬～８月下旬）＞


